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総
合
開
発
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

水
巻
町
長
　
伊
　
藤

水
準
の
向
上
や
都
市
化
の
進
展

等
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
行

政
需
要
は
著
し
く
増
大
し
、
し

か
も
行
政
水
準
の
高
度
化
が
要

請
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
え
交
通
機
関
の
発
達

に
よ
っ
て
住
民
生
活
の
圏
域
は

著
し
く
拡
大
さ
れ
広
域
行
政
の

水
巻
町
は
現
在
、
日
炭
閉
山
を
契
概

と
し
て
炭
鉱
町
か
ら
脱
皮
し
て
、
新
し

い
町
づ
く
り
を
初
め
た
重
大
な
時
期
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
日
本
経
故
の
急
激
な
発
展
に
と

も
な
い
本
町
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
は

大
き
く
変
動
し
て
お
り
、
住
民
の
生
清
一

推
進
は
必
然
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め

に
は
単
な
る
思
い
つ
き
や
場
当
り
的
な

行
政
で
な
く
、
総
合
的
、
計
画
的
な
行

政
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
今
日

策

定

の

経

過

衛

　

門

こ
こ
に
「
水
巻
町
総
合
開
発
計
画
」
を

公
表
す
る
は
こ
び
に
な
り
ま
し
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
び
に
た
え
ま
せ

ん
。今

後
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
重
要

な
問
題
は
、
本
計
画
を
い
か
に
効
果
的

に
実
施
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

本
計
画
は
ひ
と
り
行
政
に
た
ず
さ
わ

る
も
の
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

住
民
す
べ
て
の
も
の
の
た
め
に
あ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
み
な
さ
ま
か
た

の
穣
極
的
な
町
政
へ
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
総
力
を
あ
げ
て
計
画
の
実
施
に
あ

た
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
ひ
と
え
に

み
な
さ
ま
が
た
の
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
本
計
画
の
原
案
の
作
成
は
、
九

荊
大
学
工
学
部
光
吉
健
次
教
授
と
そ
の

蓼
第
一
段
階

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営

を
は
か
る
た
め
、
基
本
構
想
を
定
め
議

会
の
議
決
を
う
け
る
よ
う
地
方
自
治
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
基
本

構
想
の
策
定
を
四
十
六
年
三
月
を
冒
棟

に
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

四
十
五
年
　
六
月
・
塞
本
調
査
資
料
作

成

四
十
五
年
　
七
月
・
総
合
計
画
審
議
会

条
例
制
定

四
十
五
年
十
二
月
・
総
合
計
画
審
議
会

責
任
命

・
審
議
会
発
足

四
十
六
年
一
月
・
大
都
市
近
郊
都
市

（
古
賀
町
・
大
野

町
）
視
察

。
住
民
意
向
調
査
実

施

四
十
六
年
　
二
月
・
基
本
構
想
大
綱
作

成

鴨
第
二
段
階

四
十
六
年
三
月
未
・
日
本
炭
裸
株
式

会
社
が
閉
山
し
た
の
で
閉
山
対
策
を
抜

き
に
し
た
総
合
計
画
は
無
意
味
で
あ
る

の
で
、
議
会
・
審
議
会
の
了
承
を
え

て
、
基
本
構
想
の
策
定
を
延
期
し
た
。

そ
の
後
閉
山
問
魔
に
つ
い
て
、
国
・

県
と
の
敵
議
を
す
す
め
る
な
か
で
日
庚

跡
地
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の

力
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
国
・
県

・
そ
の
他
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
総
合
計
画
の
策
定
を
専
門

家
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
十
六
年
七
月

・
総
合
計
画
（
基
本
構
想
・
基
本
計
画

）
日
炭
跡
地
再
開
発
計
画
の
策
定
を

九
州
大
学
工
学
部
建
築
学
科
光
書
健

次
教
授
に
委
託

四
十
六
年
七
月
下
旬
～
八
月
上
旬

・
町
内
各
団
体
の
意
見
聴
取

四
十
六
年
九
月

。
基
本
構
想
（
原
案
）
完
成

四
十
六
年
十
一
月

・
住
民
意
向
調
査
実
施

四
十
七
年
一
月

・
基
本
計
画
（
原
案
）
完
成

。
水
巻
町
総
合
開
発
計
画
（
基
本
構
想

・
基
本
計
画
）
各
章
議
会
に
諮
問

二
月
臨
時
議
会
提
案

『
七
年
二
月

・
森
町
総
合
開
発
計
画
議
決

研
究
員
の
方
々
に
お
ね
か
い
し
、
総
合

計
画
審
議
会
に
諮
問
の
上
、
議
会
の
議

決
を
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
住

民
多
数
の
初
協
力
を
え
ま
し
た
こ
と
を

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

少年よ．／すこやかに

スポーツ少年団新たに13団体結成さる．／－

本
町
で
は
、
す
で
に
剣
道
少
年
団
五
団
体
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
少
年
団
四
団
体
が
、
心
と

身
体
を
き
た
え
る
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
士
ハ
年
度
に
剣
道
少
年
団
三

団
体
、
水
泳
少
年
団
十
団
体
が
結
成
さ
れ
、
去
る
二
月
十
三
日
」
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

か
ら
交
付
さ
れ
た
団
旗
の
授
与
式
を
町
民
会
館
で
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
本
町
に
は
二
十
二

団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
次
代
を
に
な
う
立
派
な
人
間
に
な
る
た
め
に
括
動
を
つ
づ
け
る
こ

と
に
な
年
福
岡
県
下
の
町
村
の
中
で
は
ト
ッ
プ
を
ゆ
く
団
体
数
に
な
り
ま
し
た
㍉

こ
の
こ
と
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
体
育
の
振
興
に
つ

い
て
、
町
な
ら
び
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ど
理
解
と
、
少
年
団
の
結
成
に
日
夜
労

を
お
し
ま
ず
に
努
力
さ
れ
た
指
導
者
の
熱
意
の
た
ま
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
二
十
二
団
体
の
少
年
団
は
自
分
達
の

力
で
発
展
し
て
い
く
た
め
に
指
導
者
の
助
言
を
う
け
な

か
ら
活
動
を
続
け
て
行
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ヱ
㌔

◎
少
年
団
の
紹
介

・
猪
熊
剣
道
少
在
団
　
二
十
五
名

・
梅
ノ
木
ク
　
〃
　
　
二
十
名

・
机
　
〃
　
〃
　
三
十
二
名

・
宮
ノ
キ
ク
　
〃
　
　
三
十
名

・
古
賀
〃
　
〃
　
二
十
五
名

・
富
田
バ
レ
ポ
ー
ル
少
年
団
十
四
名

。
上
ニ
ケ
　
　
　
〃

・
下
ニ
ケ
　
　
　
〃

。
吉
田
区
〃
　
　
　
ク

。
下
二
第
一
剣
道
少
年
団

。
下
二
軍
一
〃
　
〃

。
下
二
第
三
　
〃
　
〃

十
五
名

十
五
名

十
五
名

二
十
二
名

二
十
名

二
十
二
名

・
下
ｌ
一
束
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団二

十
八
名
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Ｗ
Ｎ
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Ｎ
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Ｎ
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Ｎ
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Ｗ
Ｎ
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Ｎ
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ｍ
“
黒
Ｗ
ざ
Ｗ
Ｎ
仲
山
蕊
ｍ
涼
八
達
ｍ
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Ｎ
ｍ
Ｗ
州
＄
Ｗ
亜
Ｎ
心
付
村
山
“
Ｎ
亜
Ｎ
ｍ
Ｗ
Ｎ
“
Ｎ
Ｎ
＄
ぜ
Ｗ
お
ｍ
治
世
Ｎ
尽
川
村
心
治
山
“
Ｎ
ｍ
Ｗ
想
Ｗ
州
冷
点
“
恕
Ｎ
が
Ｎ
ｍ
“
Ｎ
ｍ
“
州
漁
期
油
量
Ｗ
Ｎ
溶

基
本
構
想
＝
目
次
＝

1
計
画
の
考
え
方

・
目
的
・
姿
勢
・
意
義

・
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画

・
基
本
構
想
の
性
格

。
基
本
構
想
の
目
標
年
次

2
水
巻
町
の
将
来
像

3
ま
ち
づ
く
り
の
日
額

・
生
活
と
生
産
の
環
境
を
確
立
す
る
こ

と
・
生
活
環
境
づ
く
り

。
生
産
の
環
境
づ
く
り

。
地
域
構
造
の
再
碍
成

・
土
地
利
用

・
交
通
体
系
の
再
編
成

4
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
体
制

。
住
民
の
参
加

。
自
治
体
の
役
割

・
財
政基

本

計

画

＝

目

次

＝

1
水
巻
町
を
め
ぐ
る
概
況

・
上
位
計
画
と
水
巻
町

・
広
域
圏
と
水
巻
町

2
水
巻
町
の
当
面
す
る
問
題
と
そ
の
施

策
・
生
活
に
つ
い
て

・
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ル
の
確
立

。
コ
・
二
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立

・
生
産
に
つ
い
て

・
農
業

・
商
業

・
工
業

3
地
域
構
造
の
再
編
成

・
土
地
利
用
計
画

ｅ
住
居
の
配
置

。
生
産
の
配
置

。
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
配
置

・
交
通
体
系
計
画

・
交
通
計
画

・
道
路
計
画

4
行
財
政
と
計
画
推
通
の
課
題

・
行
財
政
に
つ
い
て

。
計
画
の
推
進

エ
ロ
田
　
〃
　
　
〃

ｃ
上
二
　
〃
　
　
〃

。
吉
田
区
　
〃
　
　
〃

。
頃
末
第
一
〃
　
　
〃

・
頃
未
第
二
〃
　
　
〃

二
十
名

十
八
名

十
九
名

二
十
名

二
十
一
名

・
古
賀
地
区
〃
　
　
ク

。
机
地
区
　
〃
　
　
〃

。
猪
熊
エ
ン
ゼ
ル
水
泳
少
年
団

。
猪
熊
ド
ル
フ
ィ
ン
　
〃

合
計
団
員
数
　
四
四
八
名

二
十
名

二
十
名

十
二
名

十
名

◎
指
導
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

・
下
二
校
区
剣
道
少
年
団

石
松
　
敦
　
水
巻
南
中
学
校

下
田
寅
雄
　
教
育
委
員
会

大
久
保
文
雄
　
下
二
小
学
校

近
藤
　
勇
　
折
尾
中
学
校

。
下
二
校
区
水
泳
少
年
団

大
貝
　
忠
男
　
下
二
小
学
校

石
崎
桂
一
郎
　
山
山
小
学
校

増
田
一
昭
　
廃
案

塩
田
　
良
雄
　
下
二
小
学
校

柿
内
　
博
　
下
二
小
学
校

直
江
　
重
美
　
日
本
地
所

・
下
二
校
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
群
周

年
尾
　
茂
敏
　
頃
未
小
学
校

池
田
　
裕
　
水
巻
町
役
場

伊
藤
　
義
人
　
下
二
小
学
校

青
松
　
静
雄
　
日
炭
新
聞
販
売
部

北
村
　
章
　
自
営
業

三
浦
　
巨
晃
　
下
二
小
学
校

川
北
　
克
秀
　
中
央
区

本
田
ま
さ
る
　
商
業

・
頃
末
校
区
水
泳
少
年
団

門
司
　
清
春
　
北
塵
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ

田
中
　
正
雄
　
頃
未
小
学
校

音
多
村
弘
借
　
頃
末
小
学
校

小
林
　
和
寿
　
頃
末
小
学
校

。
机
校
区
水
泳
少
年
団

小
田
　
伸
一
　
八
幡
区
農
協

豊
岡
　
英
正
　
机
小
学
校

熊
囁
　
正
脇
　
机
小
学
校

真
鍋
　
敏
美
　
机
小
学
校

。
机
校
区
剣
道
少
年
団

時
藤
　
恭
一
　
机
小
学
校

原
田
　
宗
牽
　
新
日
本
製
鉄

真
角
　
立
身
　
戸
畑
区
役
所

井
上
　
斉
　
八
幡
消
防
署

井
上
　
光
　
岡
崎
工
業

佐
々
木
芳
夫
　
家
事
手
伝

・
猪
熊
校
区
剣
道
少
年
団

中
島
　
正
勝
　
机
小
学
校

太
田
　
誠
　
日
炭
商
事

北
田
　
宏
　
日
炭
商
事
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Ｈ
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Ｈ
Ｈ
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講
和
記
念
東
京
学
生
寮
入
寮
生
募
集

藩
閥
県
で
は
昭
和
四
十
七
年
度
の
講
和

記
念
東
京
学
生
寮
入
寮
生
を
左
記
の
と

お
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
役
場
厚
生
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
6
9
－

9
6
3
1
）
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

、
Ｊ
 
Ｏ

．
．
∨▼

男
子
　
英
彦
寮
　
約
九
名

▼
女
子
　
筑
紫
寮
　
約
五
名

▼
使
用
料
及
び
葺
　
四
千
二
百
円

▼
在
寮
期
間
　
二
年

附
1
水
巻
町
の
計
画
計
指
標

以
上
「
1
訂
と
お
り
「
水
巻
町
総
合

開
発
計
画
」
が
全
五
十
二
見
に
わ
た
り

作
成
さ
れ
て
お
り
、
次
回
広
報
よ
り
目

次
に
そ
っ
て
連
載
い
た
し
ま
す
。



（2）第282号巻水広

＼

昭和47年3月1日

、

、

ｒ

春
季
火
災
予
防
運
動

火
を
使
う
人
な
ら
で
き
る
火
の
始
末

火
災
の
多
い
季
節
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
家
で
は
、
火
元
の
点
検
を
行
な
っ
て

い
ま
す
か
。

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま

で
全
国
一
せ
い
に
者
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

全
国
で
は
八
分
お
き
に
火
災
が
発
生

し
て
お
り
、
一
日
平
均
百
七
十
五
件
約

二
億
二
千
万
円
が
灰
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。火

災
の
中
で
も
建
物
火
災
が
全
体
の

半
数
以
上
を
占
め
、
専
用
住
宅
、
共
同

住
宅
の
火
災
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

自
分
も
他
人
も
不
幸
に
な
る
火
災
を

起
さ
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
守

り
、
家
の
防
火
体
制
を
十
分
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

①
火
気
使
用
器
具
の
安
全
な
取
扱
い
と

使
用
後
の
点
検

⑧
就
寝
前
、
外
出
時
の
火
の
元
点
検

⑨
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
の
く
み
置
き
励
行

と
、
必
要
に
応
じ
た
消
火
器
の
設
置

④
老
人
、
病
人
、
子
供
等
の
就
寝
場
所

の
遍
定

㊥
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の

防
止

≡

≡

≡

ｌ

≡

ｌ

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡
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≡

≡

≡

≡

≡
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ｌ

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

春
の
交
通
安
全
運
動

正
し
い
ル
ー
ル
で
事
故
防
止

経
済
の
発
展
に
と
も
な
い
自
動
車

は
ま
す
ま
す
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ

区 ．分 発生件数 死　 者 瘍　 者

昭和47年

1．1～2．15

県　 下 4，297 件 ！91 人 5，916 人

．折尾著 111 件 6 人 121 人

昭和4．6年

1．1－〉2．・15．

県　 下 4，390 件 75 人 5，973 人

’折尾署 121 件 3 人 155 人

増　 減
県　 下 － 93 件 ＋ 16 人 － 57 人

折尾署 ｒ ｌＯ件 ＋　 3 人 － 44 人

れ
に
つ
れ
て
交
通
事
故
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

福
岡
県
で
も
、
事
故
件
数
が
昨
年
を

大
巾
に
上
廻
っ
て
お
り
ま
す
。

悲
惨
な
革
故
を
防
止
す
る
に
は
、
住

民
一
人
一
人
が
、
正
し
い
交
通
安
全
ル

ー
ル
を
習
慣
づ
け
交
通
事
故
防
止
に
つ

と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
福
岡
県
で
は
、
新
入
学
・

新
学
期
を
ひ
か
え
、
春
の
交
通
安
全
福

岡
県
民
運
動
が
四
月
六
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
十
日
間
県
下
い
っ
せ
い
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
の
主
な
も
の
は
、
「
歩

行
者
事
故
と
く
に
新
入
学
児
童
・
園
児

お
よ
び
幼
児
の
事
故
防
止
」
「
飲
酒
運

転
、
無
免
許
運
転
、
速
度
違
反
、
等
の

無
謀
な
運
転
の
取
締
り
」
な
ど
で
あ
り

ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

表
は
昭
和
4
6
年
4
7
年
の
（
1
月
～
2

月
ュ5
日
）
ま
で
の
交
通
事
故
発
生
状
況

⑨
た
き
火
の
跡
始
末
を
完
全
に
す
る

⑦
林
野
火
入
れ
、
の
許
可
は
必
ず
と
る

な
お
、
三
月
十
二
日
よ
り
北
九
州
市

内
局
番
の
変
更
に
よ
り
消
防
署
の
市
内

局
番
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
ま
ち
が

え
の
な
い
よ
う
に
。

火
災
と
救
急
…

六
九
一
－
〇
一
一
九

予

防

相

談

…

六
九
一
－
三
〇
〇
一

引揚者等に対する特別交付金　－／

の支給に関する期限について

こ
の
法
律
は
昭
和
四
十
二
年
に
施
行
さ
れ
途
中
二
ヶ
年
の

請
求
期
限
の
延
長
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
請
求
期
限
が
き
れ
ま
す
が
、
い
ま
だ
に

相
当
数
の
未
締
求
者
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
請
求
さ

れ
て
い
な
い
方
は
至
急
役
場
厚
生
課
福
祉
係
に
て
手
続
き
下

さ
い
。

、
掠
防
出
ぞ
め
式

勢
ぞ
ろ
い
し
た
百
二
〇
名

町
消
防
団
出
ぞ
め
式
が
、
一
月
三
十

日
、
町
民
会
館
前
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

※
引
揚
者
と

は
、

外
地
に
終
戦
ま

で
引
き
続
き
一
年

以
上
生
活
の
本
拠

希
有
し
て
い
て
、

終
戦
に
伴
な
っ
て

発
生
し
た
事
態
に

基
づ
き
や
む
を
得

な
い
理
由
で
終
戦

口
以
後
に
引
き
上

げ
た
人
。

赤
星
助
役
が
退
職

後
任
に
入
江
末
彦
氏

職
権
消
除
者
の

お
知
ら
せ

役
場
住
民
課
で
は
調
査
し
た
綽
果
次

の
方
に
つ
い
て
は
、
所
在
不
明
の
た

め
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
二
十
日
を
も

っ
て
職
権
消
除
（
水
巻
町
民
で
な
く
な

る
革
）
い
た
し
ま
す
。

も
し
在
住
し
て
あ
る
方
は
至
急
住
民

裸
に
連
絡
下
さ
い
。

職
権
消
除
者
（
敬
称
略
）

樋
口
　
七
輿
キ
ク
ヱ

〃
　
　
山
崎
　
延
子

〃
　
　
友
野
　
勝
男

〃
　
　
渦
永
　
幸
雄

涛
永
　
悦
子

構
永
　
優

満
永
　
哲
夫

水
巻
町
建
設
工
事
の
・

指
　
名
　
頗
　
受
　
付

昭
和
四
十
七
度
水
巻
町
建
設
工
事
、

測
量
、
設
計
「
指
名
願
」
更
新
、
新
規

の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

（
期
間
）
四
月
一
日
よ
り
四
月
十
五
日

ま
で

（
資
格
）
町
内
に
営
業
所
を
肴
す
る
法

人
、
個
人
に
限
り
ま
す
。

（
受
付
場
所
）
役
場
総
務
課
財
政
係

赤
星
忠
臣
前
助
役
は
、
昭
和
十
八
年

五
月
に
役
場
職
風
に
な
ら
れ
て
以
来
、

振
興
係
り
を
振
り
出
し
に
教
育
民
生
課

長
、
経
済
課
長
、
住
民
課
長
、
企
画
室

長
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
十
二

月
に
助
役
に
就
任
さ
れ
二
期
、
八
年

間
、
職
員
か
ら
の
通
算
二
十
九
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
地
方
行
政
に
た
ず
さ

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
助
役
任
期
満

了
に
よ
り
後
進
に
遭
姦
ら
れ
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

後
任
と
し
て
企
画
管
彗
貢
で
あ
っ

た
入
江
未
彦
氏
が
助
役
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
炭
礪
閉
山
に
よ
り
、
各
分
団
と
も

団
員
の
減
少
が
、
う
か
が
わ
れ
ま
し
た

が
、
団
員
の
め
ん
め
ん
の
行
動
に
は
、

町
の
守
り
を
に
な
っ
て
い
る
力
強
さ
が

あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
∵
風
景

纏
ｌ
ｌ
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ｌ
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
－
≡
≡
≡
≡
≡
ｌ
－
〓
≡
≡
≡
≡
ま
ー
≡
≡
〓
〓
－
≡
≡
≡
三
三
ヨ
〓
≡
〓
⇒

勤
労
青
少
年
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

労
働
省
で
は
、
働
く
背
盆
Ｔ
の
タ
伸

び
ゆ
く
カ
タ
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
次
の
要
頓
で
募
集
し
て
お
り
ま

す
。ふ

る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
／

一
、
応
募
規
定

◎
用
紙
は
白
色
の
洋
紙
（
Ｂ
5
判

－
加
．
白
×
Ｎ
．
9
濱
）
を
縦
に
使

う
こ
と

◎
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
は
墨
一
色
で
描

く
こ
と

◎
用
紙
の
表
面
に
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

（
直
径
ュ
6
伽
程
度
）
を
描
き
、
裏

面
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
年
令
、
職
業
を
横
着
す
る
こ
と

◎
台
紙
は
作
□
冒
同
じ
大
き
さ
（
Ｂ

5
判
）
と
し
、
上
部
を
の
り
付
け
す

る
こ
と

◎
封
簡
の
左
下
部
に
「
勤
労
青
少
年

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
応
募
」
と
朱
奪
す

る
こ
と

二
、
締
切
り

昭
和
四
十
七
年
四
月
十
日

三
、
送
り
先

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
の
三
の

一

（

〒

1

0

0

）

労
働
省
婦
人
少
年
局
年
少
労
働
課

輿
賞一

席
　
労
働
大
臣
賞
状
と

副
賞
十
万
円
　
　
二
名

二
席
　
労
働
大
臣
賞
状
と

副
箪
二
万
円
　
　
二
名

三
席
　
労
働
大
臣
賞
状
と

副
賞
一
万
円
　
　
三
名

佳
作
　
記
念
品
　
　
　
五
名

固
定
賢
産
租
税

台
帳
の
縦
覧
を
次

ぎ
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
縦

覧
期
間
の
終
了
を

も
っ
て
四
十
七
韓

度
固
定
資
産
の
評

価
額
、
及
び
税
額

を
決
定
致
し
ま
す

の
で
、
も
れ
な
く

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
き

三
月
一
目
（
水

）
か
ら
三
月
二

〇
日
（
月
）

▽
と
こ
ろ

水
巻
町
役
場
住

民
課
課
税
係

式
に
、
一
君
塚
田
長
以
下
百
二
〇
名

の
団
員
が
勢
ぞ
ろ
い
し
タ
町
の
守
り
は

ひ
争
う
け
た
．
と
参
列
者
の
前
で
、
ひ

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
ひ
ろ
っ
し
ま
し

た
。そ

の
後
表
彰
式
に
は
い
り
、
長
年
町

民
の
財
産
や
人
命
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た

四
十
二
名
の
方
へ
の
労
苦
に
対
し
て
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

水
巻
中
学
校
の
移
転

防
音
改
築
工
事
中
の
水
華
甲
の
新
校

舎
に
は
、
現
在
一
年
生
の
み
が
通
学
し

て
い
ま
す
が
。
こ
の
た
び
、
工
事
が
ほ

ぼ
完
成
し
、
三
月
一
八
日
か
ら
全
校
が

移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
行
事
の
案
内

卒
業
式

水
巻
南
中
　
三
月
一
六
日

水
車
申
　
三
月
一
七
日

小
学
校
　
三
月
一
八
日

入
学
式

小
学
校
　
四
月
六
日

中
学
枚
　
四
月
七
日

十
時

十
時

九
時
半

謹
ん
で
お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に
か

え
、
多
額
の
金
品
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ど
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
坂
井
　
昌
子
殿
（
吉
田
鯉
口
）

坂
井
　
弘
亮

故
栗
原
　
政
子
殿
（
樋
口
）

栗
原
　
友
彦

故
秋
吉
　
茂
殿
（
古
賀
区
）

秋
吉
ミ
ド
リ

故
大
場
　
ウ
メ
殿
（
頃
未
）
一

大
場
　
重
博

故
高
橋
久
寿
大
殿
（
青
田
三
）

高
橋
　
幸
枝

統
計
調
査
員
を
募
集

調
査
風
の
仕
事
は
、
調
査
地
区
内
に

あ
る
会
社
や
商
店
、
事
業
所
な
ど
へ
の

調
査
票
の
配
布
及
び
聞
取
調
査
と
記
入

後
の
回
収
な
ど
で
す
。

▼
応
募
資
格

十
八
歳
以
上
の
人
。
学
歴
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み

三
月
二
十
日
ま
で
に
役
場
企
画
管
理

室
調
査
資
料
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
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．
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ニ
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．
．
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ｈ
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－
．
－
ｔ
ｔ
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Ｕ
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．
．
Ｏ
ｔ
－
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こ
ｔ
ｔ
こ
．
．
－
＿

鉱
害
復
旧
の
申
し
出
は
す
み
ま
し
た
か

旧
大
正
鉱
業
及
び
日
本
庚
魂
の
閉
山

に
伴
な
い
、
町
内
に
は
採
掘
の
あ
と
が

多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
早
期
復
旧

を
行
な
う
た
め
、
四
月
一
日
に
鉱
害
誅

を
設
置
し
復
旧
事
業
に
取
り
か
か
っ
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
鉱
害
被
寮
の
調
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

ま
だ
提
出
さ
れ
て
な
い
方
は
、
至
急

役
場
鉱
害
練
ま
で
担
出
下
さ
い
。

3
月
1
2
日
か
ら
市
内
局
番
は
3
ケ
タ
に

3月4月の当番医のお知らせ

3月

5日　村田　医院　ＴＥＬ69－0745

12日　有留　〃　　ク　69－1394

19日　中村　〃　　ク　69－5820

26日　小田．〃　　〃　69～0749

4月

2「ｌ　長谷　医院　ＴＥＬ69－1017

9日　伊藤　〃　　ク　69～0527

16日　入江　〃　　ク　60・－3320

23日　渡辺　〃　　ク　69－2616

30日漕語〕〃ク69～0385ｉ

生
活
の
向
上
に
と
も
な
い
、
電
話
の

需
要
は
急
激
盗
増
加
を
し
て
お
り
ま

す
。

電
許
が
増
え
ま
す
と
、
い
ま
使
っ

て
い
る
2
ケ
タ
の
市
内
局
番
で
は
、
機

械
設
備
が
不
足
し
、
電
話
を
増
や
す
こ

と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
3
月
ュ2
日
か
ら
市
内
局
番

が
3
ケ
タ
に
変
わ
り
ま
す
。

お
手
元
の
電
話
番
号
番
抜
表
や
、
友

人
、
ご
親
戚
、
お
取
引
先
な
ど
へ
事
前

に
変
更
の
ご
通
知
を
お
忘
れ
な
く
。

■巌主、ぜ∴1．＿．　．＿∴．＿．，


